
聾特集 職業生諜量

若年者の職業適応に関する縦断的分析

一一一職業観を中心にして一一…

大根街充男

はじめに

「職業」とはなにか， との問いに立すし一言で答

えるのはむずかし L 、J織業j には，経済1''1:，社会

性，自己実現jfJーなどの例H面があると言われている

が，これらをさらに操作ー的に定義するとなると，

さまざまな立場にわかれてくる.たとえばJ職業

J討議J とか， rJ絞業観j とか t i‘つでも， これらの

問題に対し関心を寄せている人今でも，共通に理

解できるような枠組があるわけで、はない.その背

況には， r人と職業とのむすびつき」といったと

しても， 1-人」が「職業J をつくり出す側面と「職

業 j が「人j をつくり 11\す訴とが相互に関連しあ

っているからであろうー

*論では，このような i 戦業j とのむすびつき

を，総業研究所で昭和44年以米実施してし、る rc;T 

{r:労働者の職業適応に関する追跡研究j の rlrから

取り 1--げてし、くことにしたい.

この研究は，国立教育研究所と共同で実施して

いるものであり(ヰl~札高校，大学復学時のデータ

l土問教研，それ以外のデータはi後五時で収集)，中学

校卒業後 10年間にわたって向ー対象者の機業行動

を継続的に把握しようとする試みで開始された.

対象者は，束、宗，神奈川，宮崎など 7 都県下の特

定中学的校(学級)を母集出としている.

現段階で(昭和問年度)， li呼:在学時および高校

へ進学 L た者については花学時の資料をたラサ

368 

卒就磯殺については卒業後4. 安全ド時点，高若手就職者

につL 、ては L ラ年時点までの資料が収集され，集

計・分析が進められている.

以-f-C、は ， :j} 1 に， rlr学在学時調獲によっ-c，

E当時の職業に対する対象者の考え方と保護者のそ

れとの a致点と;f白黒人li，またその後の進路との関

保で完たときの子供などを取り上げる.

沼 2 に，高校，大学に進学した者について， 1ft

学時代とl:I:A々 してどのように職業に対ずる見方が

変化しfこのか，つを h どのような点で中学時と

同じであり，どのような点で異なったのか，さら

に，高校へ進学した者で職業に関連していると忠

われる「大学観j な取り Lげることにする.

第 3 に，さきの第 2 の課題と関述させながら中

学，高校卒業後それぞれ 4.5年， 1. 5 Jfミの時点(19 

歳)でどのような機業緩や生活設計をめざしてい

るのか，また r 1 先J(20歳入 r 5 年先J(24歳) , 

r101yうたJ(29歳)に九分の f主hめ先j や

どうなっているかなどを取り上げること

7ぅ:

る.

なお，これまで述べたことからもわかるように

当研究は現夜継続中のため，これらの課題に関す

る検討は，全般的な{傾向をさぐる程度ーにとどまっ

ていることなあらかじ，め断わっておきたし\

1. 犠業銀{中学在学調査iこよる)

出立教育研究所の行なった進路追跡研究では，

つぎの紫野jによって職業観を取り上げている{議
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査実施昭和43-初年).

( 1. 両親や先生の言うことよりも，自分

ィ j の考えで職業を選びたい
I 2. 白分の考えよりも，両親や先生の;E

L 見にしたがって職業を選ひ‘たい

ロ {:  繍問一的肌山…に同は
のためになる職業につきたい

2. !l tの中のためになることより，経済

的に豊かな生活ができる職業につきた

ホ.

L 、t ーは何でもやオはで…
から，いろいろな職業を経験してみた

し、

2. 就職するときにはよく考えて職業を

選び，その職業を変えたくない

J 1 しそがしくてゆっくり楽山めの
l時間がなくても，自分がそのことにう

1 ちこめる職業につきたい
2. 仕事はきまった時間内に終わり，楽

しむ時間を十分もてる職業につきたい

1.{弘、ときに少しは苦労しても，将来

高い地位につけるような職業につきた

し、

2. 将来高い地位につけることよりも，

平凡で幸福な家庭をつくれるような職

業につきたい

なお二れら 5 間のうち， イ.の選職方法と

、，の転職観は中学在学時でのみ用いられ，のこ

る 3 聞は中学卒業後高校へ進学した者に対しても

調賓が行なわれている.

(1)中学在学時の職業観一保護者との関係ー

まず，中学在学時代に調査対象になった者と，

その保護者の回答から，職業観の持ち方にあらわ

れた相違点と一致点、を取り上げることにする.こ

こでは，中学卒業後の進路に関係なく対象者の全

般的な特1"1ーを措く 1 つの素材としたし、(ここでの

対象数2 ， 774). 

対象者と保護者とで職業に対する考え方が一致

していた項目を見ると(表 1 )，④就職するときに

はよく考・えて職業を選び，その職業を変えたくな

し、(変えないほうがよいと思う )78%，②両親や先

1976 年 7 月号

表 1 職業観一一致した点ー

全体 男子 女子

(両自親分やの考先生えの意見 67.3 68.1 66.5 
5.2 4.9 5.6 

言十 72.5 73.0 72.1 

(経世の的中のため 24.2 20.3 28.2 
済に豊かに 38.4 39.5 37.2 

62.6 59.8 65.4 

(し、ろいろな職業 2.8 3.2 2.3 
職業は変えない 77.6 74.1 81. 3 

三十 80.4 77. 3 83.6 

(自自分分のうちこめる 34.6 38.2 30.8 
の時間の持てる 24.4 19.2 29.9 
計 59.0 57.4 60. 7 

{将平来高い地位な 13.4 22.1 4.2 
凡で幸福家庭 55.9 36.8 76.2 

計 69.3 58.9 80.4 

生の言うことよりも，自分の考えで職業を選びた

し、(本人にあまり干渉しないで， 本人の考えた職

業にすすませたい) 67%，③将来高い地位につけ

ることよりも，平凡で幸福な家庭をつくれるよう

な職業につきたい(っかせたい) 56% , などであ

る.

したがって， Iなるべく 1 度選んだ職業は変え

ず，平凡で幸福な家庭をめざす.この場合，本人

(自分)の意志を尊重する. J といった職業選択の

態度が浮かんでくる. とくに女子の場合， r職業

は変えなし、J r平凡で幸福な家庭」の 2 点で，本

人と保護者の意向が一致している.

一方，両者の考え方の一致しなかった点は表 2

にあらわしたように非常に多岐にわたっている.

比較的多いケースとして全般的に見ると，①経済

的に豊か(本)←→世の中のため(保)20%，①自分の

時間の持てる(本)日自分のうちこめる(保)20% ，

③自分の考え(本)日両親や先生(保)18%，③自分

のうちこめる(本)日自分の時間の持てる(保)18%

などがあげられる.

男子では，①経済的に豊か(本)日世の中のため

(保)24%，②自分の時間の持てる(本)......自分のう

ちこめる(保)24%，③将来高い地位(本)←→平凡で

幸福な家庭(保)23%，また女子では，自分のうち

こめる(木)日自分の時間の持てる(保)21%がめだ
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表 2 職業観一一致しない点一 表 4-1 職業観の変化(同)

本人 保護者 全体 男子 女子 中学在学→高校在学!全体男子 好

{自親分の考先え日両自親分や考先生 17.6 16.4 18.9 (世経済の的中のため→ 22.5 17.7 26.6 
同や生日 のえ 7.4 7.6 7.1 に豊か→ 45.5 51. 1 39. 1 

{世の的中のため日H経世済的中に豊か 12.0 10.8 13.3 計 (68.0) (68.8) (65.7) 
経済に豊か ののため 20.2 23.8 16.3 

(いろいろな職業H職業は変えない 11. 9 14.6 9.0 (自自分分のうちこめる→ 38.7 38.9 38.6 

職業は変えないHいろいろな職業 4.2 4.0 4.5 の時間の持てる→ 25.4 26.1 24.7 

(自自分分の時うちこめる日自分の時間うの持てる 17.7 14.3 21. 4 百十 (64.1)(65.0)(63.3) 

の聞の持てる日自分の ちこめる 19.5 23.9 14.7 
{将平来高幸い地福位→ 18.7 32.6 5.2 

{平将来高い地位H家庭平凡で幸来福高な家地庭位 16.3 22.9 9.4 凡で な家庭→ 54.0 31.9 75.5 
凡で幸福な H将 い 11. 0 14.6 7.1 

百十 (72.7) (64. 5) (80. 7) 

っている.

(2) 中学在学時の職業観ーその後の進路との関

係-

(1)の職業観をその後の進路(中卒後就職，高校

進学後就職，大学などへ進学)との関係で見たの

が表 3 である*

これによれば，中学卒業後の職業生活について

「就職するときによく考えて職業を選び，その職

業を変えたくないJ，言し、かえれば， r転職はした

くないJ という考え方はその後の進路に関係なく

共通していたものと言える.

また「世の中のため日経済的に豊かな生活Jr将

来高い地位H平凡で幸福」については，中卒非進

*ここでの結果は第 1 グノレープ，第 2 グノレープに限

定した(表8， 9参照)

表 4-2 職業観の変化(異)

中学在学→高校在学 !全体男子 女子

!世の中のため→経済的に豊か
経済的に豊か→世の中のため

18.3 16.9 19.6 
14.5 14.3 14.7 

(32.8) (31. 2) (34. 3) 
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学，高卒非進学の者の差は少なかったが，大学進

学中の者では「世の中のためJ r将来高い地位に

つける職業」がとくに顕著にあらわれている.

「自分がうちこめる職業J r 自分の考え方で職業を

選びたし、」という者は学燃が高い者ほど多く，中

表 3 進路別の職業観(中学在学時調査による)

世経な回固め楽時四!将 平 目 l 白同意、 I両1 !\，、業職く
済生答|分るし問答|来 凡 答|分親見答|ろ 業な答

中的活な!がむな|高でな|のや | 
し iうたし!い宰し l考先し lろ変

た豊 !ちめ |地福 |え生 | 
iこの l 位 | の |職た

中卒糟学(計)い19133.7 64.02 仰 9 必 9 2.1126.0 71. 6 2.4177. 3 20.3 2.4112.6 85.2 2.1 

zzdii:;:12Jtik百1:;::;7iirh;;:
高卒非進学(計) 1820134.6 64.8 0.6152.8 47o 0.2125.0 74.6 0.4182.7 16.8 0.5110.9 88.8 0.4 

男子 1 396131. 8 67.4 0.8153.3 46.2 0.5141. 9 57.6 0.5181. 8 17.7 0.51 

女子 ! 424137.3 62.3 0.5152.4 47.6 -1 9.2 90.6 0.2183.5 16.0 0.51 

辺両逗両川記丙7瓦J丙示示~0.7134.パ4.5 0.9190.λ了。叩2.7 i…0.9 

1干72l;三巴RhiifJJiiiJ17T;;:i t 
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学時代の職業観とその後の進路が相互に関連して

いる.

2. 中学在学時から高校在学時までの職業観の

変化

J<4-1 ， 表4-2 は， 高校へ進学した者(その後就

職，あるいは大学へ進学した者の合計)の職業観

を中学時代のそれと比較したものである.

中学時代と変わらなかった項目で多いものは，

(J)、|リしで幸福な家庭54%，②経済的に豊か46% ，

(お自分のうちこめる職業39%などの考え方であっ

た.とくに男子では②が，また，女子では④が中

学時代から引きつづいている. また全般的に見

て， 60%以上の者は中学時代と同じ職業観を高校

に在学してからも持ちつづけていたと瓦える.

以とは，中学卒業後の進路が，高校卒業後就職

した者と大学へ進学した者とを合計した結果であ

ったが， 現在までにその後の進路が判明した者

(大学進学中か高卒後就職か)の職業観を示したの

が表 5 である.

高卒非進学者の場合， I世の中のため日経済的

に豊かな生活J I 自分がうちこめる←→楽しむため

の時間」ではごくわずかな変化が見られるにすぎ

ない. I将来高い地位←→平凡で幸福J については，

中学在学時と比べると，後者の「平凡で幸福」と

いう考え方をとる者が増加し，前者の「将来高い

地位J が減少しているが，これは，男子でこのよ

うな変化があらわれたことによっている.

A方， 大学なとやへ進学中の者で、は，中学在学時

の結果と比べると， I白分がうちこめる日楽しむ

ための時間」では前者， I将来高い地位日平凡で

幸福j でもfÌíJ者が増加している.このことは，中

学在学時の進路別の結果が高校在学時の結果によ

って改めてたしかめられたとも言える.この点を

性別で見ると， I将来高い地位」が，とくに男子

で多いことは，わが国の男女の職業経歴の違いが

反映されたものとして理解できる. しかし， I 自

分がうちこめる j では女子のほうが， また， I楽

1976 年 7 月号

しむための時間」では男子のほうが多く，かなら

ずしも現実の職業経歴の違いだけからでは理解し

がたい点ものこっている.

職業とのむすびつきは，はじめに述べたよう

に，その人の置かれている状況に規定されるとこ

ろが多い.そして，これまで述べてきたことは，

おもに中学時代につづく進路の違いとの関連が中

心であったが，一方で・は，これらの職業観は高校

卒業以後の現実の進路とも関係している.

この点を高校在学当時の「大学観」から取り上

げたのが表 6 である.大学の意義を質問紙によっ

てとらえるには限界があるが，大学へ進学した者

と，高卒後すぐ、に就職した者と比べると， I大学」

の見方はかなり似通っている面がある(表 6) .大

学へ進学した者も高卒後就職した者も，大学は

「教養を身につけるところ J I十分時聞があり，レ

ジャーを楽しむ場J I指導者の養成機関j と同じ

ように見ている.ただ，現実の大学の場はともか

くとして，大学進学中の者のほうが「専門の学聞

を修めるところJ Iよい職業につくための資格を

とる場J と見ている者がそれぞれ 16 ， 7% ほど多

し、.

また，さきにふれたことであるが，大学へ進学

した者のうち女子のほうが職業観について「自分

のうちこめる職業」を志向していた者が多く，男

子で「自分の時間の持てる」職業を志向している

者が多かったが，これを裏づけるかのように，男

子の大学進学者で「十分時聞があれレジャーを

楽しむ場」と大学を見ている者がめだっている.

3. 学校卒業後の職業観

(1)卒業後の職業観

これまでのしおよび 2. は中学校，高校に在学

中の結果をその後の進路との関連で取り上げられ

た.大学進学中の者を除いて，中学卒業後4.5年，

高校卒業後1. 5 年の時点で就職した者の職業観を

以下の 5 項目から見たのが表 7 である(表 9 職業

別構成参照). 
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2. 平凡でもよいから白

分のペースを守ってい

きたい

¥. 仕事が中心になる生

活がしたい

\2 ・ 住事以外の活動が中
心になる生活がしたい

1. 収入は少なくてもよ

いからもっと自由にな

る時聞がほしい

2. 自分の自由時聞は減

ってもよいカミらもっと

収入をふやしたい

(1. きめられた仕事をす

ホ. ¥ るより自分で多くのこ
とがきめられる仕事がしたい

2. 自分で多くのことがきめられる仕事より

きめられた仕事のほうが気楽でいい

これによれば， 男子では中卒者， 高卒者とも

「自分で多くのことがきめられる仕事がしたい」

という者が多く，とくに高卒者の場合にめだって

いる (79%). これに対し，女子では中卒者，高卒

者とも「平凡でもよいから自分のベースを守って

いきたいj という者が多く，とくに中卒者で目立

¥. 将来の生活よりいま

の生活を大切にしたい
イ. ¥ 
2. いまの生活より将来

の生活に期待したい

1. 苦労が多くても自分

のほしいものはどこま

でも追求したい
ロ.

中卒男子

表 5 進路別に見た職業観(高校在学時調査による)
一一一一一一

世 経な 回 分自め 楽時 回1 将 平 11司
の 的済生活 答 るし間 答 米商 1'L 答

計 中 な ヵ: む な で な
の しう Tこ し し、 主情字 し
た 豊 ち め 地
め 力、 t. の

高卒非進学(計) 719 31.6 67.6 1.8 54.8 44.5 o. 7 30.5 68.3 1.3 
男子 336 25.9 71. 8 2.4 54.5 44.6 0.9 47.9 49.7 2.4 

女子 383 34.8 64.0 1.3 55.1 44.3 0.5 15.2 89.6 0.3 

大学などへ進学(計) 479 45.5 52.6 1.9 63.2 36.2 0.6 36.8 62.5 0.8 

男子 243 40.3 57.2 2.5 58.9 40.4 0.8 52.3 46.9 0.8 

女子 236 50.8 47.9 1.3 67.8 31.7 0.4 20.8 78.4 0.8 

表 B 大学観{高校在学時調査)

専と ょの 分十時ジャl 養教ろこ
ィA以ー. 

指導門こ 職い業資格を 歴偏のろ を 者
A寸問u一与 聞を 身 重 の

言十 にと が楽 の 成章機閣生を つる あし イコ 場
修 く場 りむ vt 
め 7こ 、場 る
る め レ と

高卒非進学(計) 719 45.9 46. 7 36.9 36.3 27.0 ¥4.7 

男子 336 44.3 47.9 40.8 32.4 31. 8 15.8 

女子 383 47.3 45.7 33.4 39.7 22. 7 ¥3.8 

大学などへ進学(計) 479 61. 8 日4.1 37.4 37.4 19.2 16.1 

男子 243 63.4 54. 7 42.4 35.8 24. 7 19.8 

女子 236 60.2 53.4 32.2 39.0 13.6 12.3 

っている (91%).

このような全般的な傾向とともに，高卒者では

「収入より自分のH剖旬」が男女とも重視されてし、

る.しかし，男子高卒者では，これについで「仕

事中心の生活J が， また女子高卒者では， r仕事

外中心の生活」があげられ，生活に占める仕事の

ウェイ下が異なっている.

一方，中卒者の場合，女 f 就職者ではさきの

「平凡でもマイペース」についで「仕事外中心」

表 7 学校卒業後の職業観(中卒，高卒について)

高卒男子 | 中卒女子 高 zr ~子

学
生
運
動
の
場

7.1 

8.3 

6.0 

6.3 

3. 7 

8.9 

①自分で多くのこと (65.2) 1①自分で多くのこと (78.9) 1①平凡でもマイベース (90.6)防平凡でもマイベース (78.2)

②平凡でもマイベース (63. 1) 1②収入より自分の時間 (60.2)1②仕事外中心 (59.9) 陶収入より自分の時間 (75.9)

③将来の生活に期待(58.6) 1③仕事中心の生活(57.2) ③将来の生活に期待(53.1) 陪仕事外中心 (67.7)

④仕事中心の生活(55.6) ④将来の生活に期待(57.0) 1④自分の時間より収入(50.5)陶自分で多くのこと (61.6)

⑤自分の時間より収入(55.0)1⑤平凡でもマイペース (56.5)1⑤自分で多くのこと (50.0) 1⑤いまの生活(49.9)
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(2) 職業生活の展望一今後の勤め先と仕事の見

とおし一

男子の場合，全般的に見ると， rし、まの勤め先

にいる J と見とおしている者は， r 1 年先J (20歳

時点)では80%であるが， r ラ年先J (24歳時点)，

r lO年先J (29歳時点)になると，それぞれ49% ，

37% というように減少してくる. また， r他の会

社にいる」と見込んでいる(いわゆる“転職")は，

r 1 年先」では 5% であるが， r 5 年先」になる
と， 16% に増加する. なお， r lO年先J のことに

なると， rわからない」が当然増加してくるが，

「独立・家業」も 10%あまり見られる.

一方， r仕事」についての見とおしは， r 1 年
先」にもいまと「同じ仕事をしている J は73%で

あるが， r ラ年先J ， r lO年先」にはそれぞれ42% ，

32% となり， r違う仕事をする」と予想している

者が増加してくる. (図 1 ) 

これらの「勤め先」と「仕事J についての見と

おしは，職業別による差がいちじるしい. (1)事務

系職業の場合， r仕事j の内容は現在と「違う」

仕事をすることになるかもしれないが， r 5 年先」
にも r\，、まの会社J にい

ると見とおしている者が

多い (62%). (2)販売系職

--ιl 業の場合， rいまの仕事」

いまの仕事 ー一一

一一一一一一i一一一一一一一

耕
­
t
J
 

山m
rイ

川
町
/

いまの会社

わからない

( 5年先(10年先)

図 1 仕事と会社に対する見とおし(男子高卒者)

「将来の生活に期待」などがあげられているもの

の，その方向はかならずしも明らかではない.男

子就職者では， r自分の時間より収入J r平凡でも

マイベース J は高卒の男子に比べると多い.

以上のような傾向が認められるものの，性別お

よび学照別の差異に対し， 現在の「勤め先」と

「仕事」についてどのような見とおしを持ってい

るかが影響していると思われるので，この点につ

き高卒男子の全体的傾向と職業別の傾向はつぎの

ようになる(第 2 グループ第 4 回調査@印，表 8 ). 

(1)事務系職業

弘
、

弘
、

、、
、

、、
、

、
、
古
帯

、

l
工

、
イ~
の

、
、
本

A
F

、

L

T
 

連う仕事

』ーーー一一

一一一一一一ー」一一一
他の会社

いまの会社 /r-ーャーー-

43計士 L
一一」一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一一
( 1 年先( 5年先(10年先)

:41工程系職業

わからない

と同じである者が r 1 年

先J ， r 5 年先」でも多く，
「仕事」についての見と

おしは 19歳の時点で事務

系職業に比べて明確にな

っている. (3)技能系職業

で、は， r 1 年先」の「仕
事」はれ、まの仕事」と

同じと見ている者が多い

が， r 5 年先」のことと
なると， r仕事Jr勤め先J

とも「わからないj 者が

多い.仏)工程系職業で

373 

独立

いまの会社 他の会社 ・家業

わからない

( 10年先)

わからない

、、--ー~ムーー一一ーー
いまの仕事 遣う l仕事 ~『FJf事いまの仕事

一一一一一一一斗一一一一一一一一一一一一
他の会社

いまの会社 _/、
/ 

/ 
J 

/ 
.; 

-ｭ/ 

いまの会社

わカらない1

( 5手亮(10手先( 1手五 (5 年先)

図 2 仕事と会社に対する見とおし(男子・職業別)

(1)事務系職業 (2) 販売系職業 (3) 技能系職業 (4) 工程系職業

( 10年先)
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表 8 追跡研究年次別調査スケジュール

年次 1 1 昭451 46 1_ 47 1 48 1 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1 56 
和歌山

(184) 第 1 回 第調2 査回 第 3 回

((第私高卒4 書同者)) 第調6 査回 中第調・ 7高査回卒 最終

第 調査 調査 調査

(中卒者) (同左)
グ (同左) 者 (全員)
ノレ 卒短，者専， 大

プ 宮崎 (中卒者) 高校調査 業〔高〕校卒短専大・高 専〔短卒大業，高] 大学調査 業〔大〕学卒
(271) 

※l 調査

埼玉

@ 第調高中卒卒4盆者者同(528) 第調中 1 回 第 2 回 第 3 回 第 7 回 最終

第 ( 卒査者) 調査 調査 者中調， 高査卒 調査

2 滋賀 (同左) (同左)
(全員)グ (154) 短卒，者専， 大ノレ

フ
兵庫

業〔〕中学卒 短専調大， 高査専〔短卒大業，高](698) 高校調査業〔高〕校卒 大学調査 業〔大〕学卒
※2 

東尽

(1097) (第調中卒1 者査回) 第 2 回 第 3 回

第調主主4 査主阿 第 7 回 最調 査終調査 調査 者中調， 高査卒第
(同左) (同左)3 

(全員)グ
卒短，者専， 大Jレ

神奈川
プ
(613) 中学調査 業〔〕中学卒 高校調査 業〔高〕校卒短専調大， 査高 専〔短卒大業，高] 大学調査 業〔大〕学卒

表 9 職業別構成(19歳時点，第 1 グループ，第 2 グループ)

計 1:事:1 午 12;!?長崎工品川
TOTAL 1, 177 391 99 21 472 77 118 

33.2 8.4 1.8 40.1 6.5 10.0 

585 80 44 17 341 47 56 

13.7 7.5 2.9 58.3 8.0 9.6 

592 311 55 4 131 30 61 

52.5 9.3 o. 7 22.1 5. I 10.3 

卒 369 46 27 6 234 27 29 

12.5 7.3 1.6 63.4 7.3 7.9 

卒 808 345 72 15 238 50 88 

42. 7 8.9 1.9 29.5 6.2 10.9 

中卒男 193 4 6 6 154 18 5 

2.1 3.1 3.1 79.8 9.3 2.6 

高卒男 392 76 38 11 187 29 51 

19.4 9. 7 2.8 47.7 7.4 13.0 

中卒女 176 42 21 80 9 24 

23.9 11. 9 45.5 5.1 13.6 

高卒女 416 269 34 4 51 21 37 

64. 7 8.2 1.0 12.3 5.0 8.9 
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は， r 5 年先」には， いまと「違う仕事」をする

ことになると見とおしている者が多い. (図 2 ) 

4. 職業適応をめぐる課題

さきの中学在学時の職業観に関する調査によれ

ば，その後の進路，および性別に関係なく「就職

するときはよく考えて職業を選び，その職業を変

えたくない」という者が多かった.それは保護者

の意見とも一致していた.しかし，中学，高校の

新規学王子就職者のうち，最初の事業所を離職する

者は 1 1j~で20% ， 3 年で50% ， 5 年で70%に達し

ている(労働省労働市場センター，新規学卒就職

者の就職離職状況調査結果). 

学校時代には本人はもちろん，教師，保護者も

「転職J はしないほうがし、いとし，それぞれの立

場から努力がはらわれているものの，結果として

は現実には離職する者は多い.さらに付け加えれ

ば，就職後の職場リーダーの助言，職業安定機関

などの相談・援助などの活動がなされているにも

かかわらず，以上のような現象が起きている.も

ちろん，近年の不況下にあっては以前より離職者

は減っていることであろう.また，一部の業種・

産業によっては縁のない事柄かもしれない.

しかし，あえて新規学卒就職者にかぎってみれ

ば， r職業を変えたくなし、」気持とは裏腹に「転

職」することは一部の人々の問題とはもはや言い

きれなくなってきている. そして， この問題に

は，今日の教育，企業，行政機関，地域社会，家

旅といったさまざまな分野から数多くの指摘がな

されているが，転職する当人の立場に立ったと

き，そこには問題がないわけではない.

さきの第 4 回調査結果によれば， I転職」にあた

って「相当な決心がし、る」し， r強い不安」がつき

まとう，と感じている者カ'60%あまりを占めてい

た.このような量的にも，また質的にもさまざま

な課題をかかえている若-年者の職業生活のあり方

につきとかく「離職J の「よし・あし」や「その

理由」に関心が集まりがちである.そして，この

1976 年 7 月号

ことにはそれなりに意義があると思われる.しか

し，なにが「問題」かは， I職業J に規制される

面と， I職業」を規制する面があることを考えて

おかねばならない.

かりに，中学，高校在学時の職業目標が就職し

た後も変わらず，また当該職場の状況もすべてそ

れを達成できるような体制であるなら「転職」は

起こり得ないであろう.現在でも職業指導の理念

に流れている適材適所主義， あるいは適合論(個

人の要求と組織の要求とのマッチング，一致点を

強調)の主張はこのような前提に立っている.あ

る一時点に立てば，また 1 つの視点に立てば，こ

のような人と職業との調和を予定した調和予定説

的考え方は今後とも有効であろう.

しかし，一時点に立って，ある l つの価値観に

立つ職業についての考え方がし、つまでも変わらな

いという保証はどこにもない.変わる者も変わら

ない者もいることは，さきの2. で見たとおりであ

る.したがって，職業指導，職業適応の課題は，

単に「職業と個人」の関係に終わるのでなく， I学

ぶこと J r生きること」をも包含したものでなけれ

ばならない.この意味で職業問題を「教育j の視

点からとらえ直す時期にきていると思う.

書評者募集一一

今月はつぎの 4 冊が学会に届いております.書評

ご希望の方はお申し出ください.
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